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１．プログラムの起動手順 

 BariSpPGv2j.accdb (C:\ App\ BariSp) または作成した 

ショートカットアイコンをダブルクリックしてプログラムを起動して 

下さい。 

 

プログラムが起動すると右の画面が表示されます。 

運用番号申込みページに進み、画面に表示されている 

『パソコンID』と『プロダクトID』を登録すると運用番号を 

メールで配布いたします。 

 

(注意) プログラムインストール後7 日を経過するとプログラムは起動 

できません。運用番号申込みページにてユーザー登録を行っていた 

だきますと引き続きご使用いただけます。 

尚、登録した顧客データは継続してご利用できます。 

 

２．メインメニュー 

データフォルダを変更した場合は、再度、BariSpPGv2j.accdb（C:\ App\ BariSp） または作成したショートカット 

アイコンをダブルクリックしてプログラムを起動して下さい。 

 

                               

 

 

□カードボックス・・・・台帳を編集します。 

登録・訂正・削除・印刷等の操作を行います。 

 

                                        □カードボックス１～５・・・・項目数の違うカードボックスを 

準備しています。項目数は、自由に変更できます。 

 

                              □補助処理・・・・システムを変更する場合に使用します。 

Microsoft Accessをお持ちの方はデザイン 

モードで詳細な設定が可能です。 

 

                              □終了・・・・・・・・システムを終了し、デスクトップに戻ります。 

 

※ 業務終了時に毎日バックアップを取ることを推奨します。 
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３．カードボックス（台帳画面）と一覧表画面の２つの画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上の画面は、顧客管理用に変更したものです。） 

 

３－１．画面の基本操作 

(1) 右側画面はデータ一覧表、左側画面はカーソル位置のカードボックスを表示しています。 

 

(2) 一覧表下部のレコード表示は、現在の処理対象顧客の全件数(例：３件)と現在のカーソル位置が 

(例:１件目)を表示しています。 

 

(3) 一覧表に表示している顧客データをクリックするとその顧客データが左側画面に表示されます。 

 

(4) 一覧表の右部／下部のスクロールバーを操作して、次ページ／前ページを表示出来ます。 

 

(5) 一覧表の上部の整列(コード／顧客区分／法人名／部課名)をクリックすると一覧表の整列順序を 

変更できます。（設定は、[補助処理]－[整列項目設定]で行ってください） 

 

３－２．データを選択する方法 

 

 

 

 

 

 

 

選択条件の設定は、[補助処理]－[選択条件設定]で行ってください。 

 

(2) 
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(1) 一覧表の上部の項目に条件を入力して[選択実行]ボタンを押すと一覧表の対象データを選択するこが出来

ます。 

 

(2) 氏名条件の場合は、条件を[先頭一致]に設定します。 

(例) 田中と入力するとすべての田中さんを選択します。中と入力すると中山や中村など中を先頭とする氏名

の方を選択します。 

 

(3) フリガナ項目の場合も氏名と同様に[先頭一致]の選択条件を設定します。 

 

(4) 電話番号条件は、入力値を[含む]に選択条件を設定します。 

 

(5) 住所条件は、入力値を[含む]に選択条件を設定します。 

 

(6) 選択実行ボタンを押すと一覧表下部のレコード表示は、現在の選択されたデータの件数を表示します。 

 

(7) 選択条件を解除するには、[選択解除]ボタンを押してください。 

 

 

３－３．新しくデータを登録する 

[新規]ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コードには、新しい管理コードが自動採番されます。 

 

氏名を入力するとフリガナが自動入力されるように設定することが可能です。フリガナ項目など入力モードを半

角カタカナに設定することも可能です。入力モードの設定は、フォームのデザインモードで行ってください。 

 

郵便番号を入力すると住所が自動入力されるように設定できます。 

※ 郵便番号辞書の更新はマイクロソフト社のMicrosoft Office の 郵便番号辞書の更新を行ってください。 
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すべての項目は、リスト参照入力ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目のテキストボックスをダブルクリックすると［リスト参照］の登録画面が現れます。 

登録したリスト参照値は、テキストボックス右側の▼を押して参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ項目は、ご自由にご利用ください。 

※ メモ項目内で改行する場合は、[Ctrl] + [Enter] （Ctrl を押しながらEnter キーを押す）を押して下さい。

[Enter]だけを押すとカーソルは[登録]ボタンに移動します。 
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全ての項目入力が終了しましたら、[登録]ボタンを押して下さい。 

確認画面が、表示されますので[はい]を押します。 

 

 

次の新規入力画面が表示されます。 

同様に各項目を入力して[登録]を繰り返して下さい。 

 

入力を終了する場合は、[中止]を押して新規入力作業を終えてください。 

 

 

４．コード選択/ コード以外 

[コード選択]ボタンを押すとコード入力画面が 

表示されます。 

 

コード入力は、コード番号を「, (カンマ)」で 

区切って入力するか、コード番号を 

「- （マイナス）」で範囲指定して入力して下さい。 

（例：5,7,10- 15,21 → コード番号が、5 と7 と10から15と21のデータを選択） 

 

※各項目に入力した条件にコード選択条件を追加して選択します。 

 

また、[コード以外]ボタンを押すと指定したコード以外のデータを 

選択します。 

 

 

 

５．印刷 

 

 

[印刷]ボタンを押して下さい。 

 

データベースに登録しているレポート名を表示します。 

印刷するレポートをクリックして下さい。 

 

印刷レポートは、自由に追加作成して下さい。レポート名を「R1_******* 」と 

すると印刷メニューに表示されます。 

 

一枚印刷・・・・現在表示されている顧客を一枚印刷します。 

連続印刷・・・・一覧表に表示されている顧客をすべて印刷します。 
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    （一枚印刷：カードA5）             （連続印刷：ラベルヒサゴOP961） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

（連続印刷：データ一覧表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポートの名前は、下記のように付けてください。 

R1_xxxxx ・・・ カードボックス１ 

R2_xxxxx ・・・ カードボックス２ 

R3_xxxxx ・・・ カードボックス３ 

R4_xxxxx ・・・ カードボックス４ 

R5_xxxxx ・・・ カードボックス５ 
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６．Word出力/Excel 出力 

 

 

[Word出力] [Excel出力]ボタンを押すと 各WordフォルダExcelフォルダ内のファイルをメニューに表示します。 

 

 

 

サンプルデータファイルが表示されます。 

（c:\ App\ BariSp内の Sample.doc / Sample.xls） 

Word / Excel で書式を作成してc:\ App\ BariSpフォルダに 

保存するとWord/Excelメニューに表示されます。 

 

 

 

 

[Word 出力] [Excel 出力]では、Word / Excel ファイルに 

顧客名簿のデータを差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Γ Δⱴכ◒─≈™√ ♃כ♦ ─ ╩ 

⌐♃כ♦─ ⇔╕∆⁹ 
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Word / Excel ファイルを作成する場合には、下記のように設定文字を入力して下さい。 

 

（差込項目名） ・・・・・ （設定文字） 

01  ・・・・・ $ 01$ 

02  ・・・・・ $ 02$ 

03  ・・・・・ $ 03$ 

04  ・・・・・ $ 04$ 

05  ・・・・・ $ 05$ 

06  ・・・・・ $ 06$ 

07  ・・・・・ $ 07$ 

08  ・・・・・ $ 08$ 

09  ・・・・・ $ 09$ 

10  ・・・・・ $ 10$ 

 ה    

 ה    

 ה    

100  ・・・・・ $ 100$ 

ⱷ⸗  ・・・・・ $ⱷ⸗$ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差し込まれたファイルを保存する場合は、[名前を付けて保存]を行なってください。 
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７．関連フォルダ 

関連フォルダとは、カードボックスのデータごとに、固有のフォルダを開く機能です。 

 

      基本項目の横の［歯車］をクリックすると項目設定 

      画面が開きます。 

      ［関連フォルダ名項目番号］を設定します。 

 

      ［１］を設定すると［氏名］データをフォルダ名に 

      組み込みます。 

 

      管理コード：が、１のデータの場合は、000001 に 

氏名データを組み合わせた名前のフォルダを 

      オープンします。 

      ［000001_佐藤花子］というフォルダです。 

管理コード：が、２で氏名が山田太郎の場合は、［000002_山田太郎］というフォルダをオープンします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連フォルダの保存先は、下記の場所です。 

カードボックス１・・・C:\ App\ BariSp\ 関連\ Data01 

カードボックス２・・・C:\ App\ BariSp\ 関連\ Data02 

カードボックス３・・・C:\ App\ BariSp\ 関連\ Data03 

カードボックス４・・・C:\ App\ BariSp\ 関連\ Data04 

カードボックス５・・・C:\ App\ BariSp\ 関連\ Data05 
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８．データをエクセルで参照 

［データを最新情報に更新］を押すと カードボックス BARI の最新の情報を取得します。 

Excelに取り込んだデータは、Excel の機能を使って自由に活用することができます。 

 

データは Access で管理して、表示や印刷は Excel で行うと、より一層データを活用することができます。（多く

の管理資料を印刷する必要はありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Access のテーブルまたはクエリーの値を取得することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[データベース名] ・・・参照するデータベースを設定します。（BariSpPGv2j.accdb） 

[テーブル名] ・・・・・・ 参照するテーブルまたは選択クエリーを設定します。 

[項目名] ・・・・・・・・・  設定したテーブルの項目名を取得します。 

 

 

 

 

［データを最新情報に更新］を押すと、カードボクス Bari のデータを取得します。 

エクセルの機能で、取得したデータを活用してください。 
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